
50
～飼い犬取り締まり条例～

復帰っ子の人数
（1972年生まれ）

男 291人、女 289人

　
１
９
７
２
年
９
月
５
日
、
広
報
は
え
ば
る
第
１

号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
統
治
下
に

あ
っ
た
沖
縄
が
日
本
復
帰
に
伴
い
、
日
本
の
法
律

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
住
民
の
生
活
は
大

き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

情
報
発
信
を
目
的
に
３
か
月
に
１
度
の
広
報
発
行

が
始
ま
り
ま
し
た
。

広
報
第
１
号
発
行

　
１
９
７
３
年
の
成
人
式
で
は
、
２
１
９
人
の
方

が
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。
翌
年
の
１
９
7
4
年
に

は
、
２
４
０
人
の
方
が
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
の
新
成
人
は
４
3
9
人
な
の
で
、
復
帰
か
ら
若

者
の
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

成
人
式

　
復
帰
に
伴
い
、
村
税
と
し
て
税
を
か
け
て
い
た

内
容
が
県
税
へ
と
変
わ
っ
た
り
、
新
し
い
税
金
の

制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
軽
自
動
車
税
は
、従
来
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
オ
ー

ト
バ
イ
は
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
１
９

７
３
年
度
よ
り
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
電
気
ま
た
は
ガ
ス
に
対
し
、
そ
の
使
用
地
所
在

の
市
町
村
が
そ
の
使
用
者
に
課
し
た
市
町
村
税
を

言
い
ま
す
。
１
９
５
０
年
に
創
設
さ
れ
、
沖
縄
県

で
は
復
帰
後
よ
り
ス
タ
ー
ト
、
１
９
８
９
年
の
消

費
税
導
入
に
伴
い
全
国
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
南
風
原
で
は
、
ガ
ス
税
の
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
電
気
税
に
つ
い
て
は
、
電
気
使
用
量

が
月
８
０
０
円
を
超
え
る
と
、
そ
の
料
金
に
つ
い

て
課
税
さ
れ
る
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
税
金

　
赤
嶺
町
長
は
復
帰
の
１
年
前
で
あ
る
１
９
７
１
年

７
月
に
南
風
原
村
役
所
へ
採
用
さ
れ
、
第
３
代
広
報

担
当
（
広
報
第
８
号
〜
36
号
作
成
）
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
町
長
へ
復
帰
当
時
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
復
帰
当
時
、
大
変
だ
っ
た
な
と
今
で
も
覚
え
て
い

る
の
が
「
法
律
改
正
の
確
認
」
と
「
ド
ル
か
ら
円
へ

の
切
り
替
え
」
で
す
ね
。
復
帰
後
は
日
本
の
法
律
が

適
用
さ
れ
る
の
で
、
法
律
を
本
で
調
べ
る
確
認
作
業

に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ル
か
ら
円
に
変

わ
る
た
め
予
算
書
が
円
表
記
に
変
更
に
な
っ
た
り
、

第
３
代
　
広
報
担
当

　
１
９
７
３
年
１
月
の
村
長
、
議
長
な
ど
は
以
下

の
方
で
し
た
。

当
時
の
南
風
原

復帰により始まった制度

・児童手当制度
　（18歳未満１人につき３千円）
・国民健康保険制度
・住民基本台帳法の適用

軽
自
動
車
税

電
気
ガ
ス
税

こ
う
じ
ん

と
く
せ
い

ま
さ
か
ず

村
　
長
：
野
原
広
仁

　
　
　
　（
第
17
代
　
喜
屋
武
出
身
）

助
　
役
：
大
城
徳
盛

　
　
　
　（
第
17
代
　
照
屋
出
身
）

教
育
長
：
新
垣
照
行

　
　
　
　（
初
代
　
与
那
覇
出
身
）

議
　
長
：
神
里
富
夫

　
　
　
　（
第
７
代
　
山
川
出
身
）

副
議
長
：
吉
村
正
一

　
　
　
　（
第
７
代
　
津
嘉
山
出
身
）

南
風
原
フィ
フ
テ
ィ

１
９
７
２
年
５
月
15
日
、
沖
縄
は
復
帰
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
50
年
・
・
・
そ
の
頃
の
広
報
を
元
に
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

広報はえばる第７号

赤嶺町長が初めて担当した第８号と一緒に

数
字
に
適
用
す
る
の
も
一
苦
労
で
し
た
。

　
広
報
は
８
号
か
ら
担
当
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
急

ぎ
で
必
要
な
写
真
は
自
分
で
現
像
し
て
い
た
ん
で
す

よ
。
そ
の
他
の
現
像
は
、写
真
屋
さ
ん
に
持
っ
て
行
っ

て
ま
し
た
。
今
は
無
い
け
れ
ど
、
現
在
の
兼
城
十
字

路
に
あ
る
仏
具
屋
さ
ん
の
場
所
に
お
店
が
あ
り
ま
し

た
よ
。懐
か
し
い
な
〜
。行
政
の
情
報
ば
か
り
が
載
っ

て
い
る
広
報
に
な
ら
な
い
よ
う
、
村
民
か
ら
の
投
稿

を
載
せ
た
り
と
、
皆
に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
工

夫
を
し
な
が
ら
作
成
し
て
い
ま
し
た
ね
。
今
役
場
に

居
る
人
で
、
復
帰
前
を
知
っ
て
い
る
の
は
私
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
こ
う
し
て
復
帰
50
周
年

と
い
う
節
目
に
、
沢
山
の
人
で
振
り
返
ら
れ
る
事
が

嬉
し
い
で
す
。

おまけ

企画展

　1973 年６月定例議会では、南風原村飼い犬取り
締まり条例が可決されました。これは、飼い犬の管
理を適正に行うことで人や家畜への被害を防ぎ、社
会生活の安全保持と公衆衛生の向上を目的としたも
のでした。飼い主の義務として「人や家畜に危害を
与える恐れのある犬を抑制できない場合は、その犬
を連れ出してはならない」「飼い犬を飼育してる場
合は、飼育している旨を他人が分かるように表示す
ること」などが明記されていました。これは、広報
はえばる第４号に掲載されている内容ですが、条例
の内容からすると野犬が多い時代だったことが想像
できます。過去の広報誌は、役場３階総務課、図書館、
文化センターにて閲覧できます。気になる方はお声
かけください。

南風原文化センターでは、復帰 50 周年企画を開催
します。ぜひお立ち寄りください。
期　間

場　所

入　場

4月23日（土）～5月17日（火）
南風原文化センター　企画展室

無料
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